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　新聞テレビなどで連日報道される「東京の2003年問題」。語源は事態を問題視する

側から発せられた言葉で、オフィスが大量に供給されることによる不動産市況の悪化や

不良債権の増加の恐れを意味している。ところが、本来は、市民の立場で社会を糾弾す

るべきマスメディアが、問題側の思惑に動かされて「供給過剰問題」として報道してい

る様子に、なにかちぐはぐさを感じるのは私だけだろうか？

　それでは、オフィスの大量供給現象を逆の立場、から見てみよう。一番に挙げられる

のは、やはりオフィススペースを活用するテナント企業であろう。「新しくて、耐震性

能も高く安全で、機能的で使いやすく、おまけに賃料までリーズナブルになる可能性が

あるのであれば大歓迎！」という声は、オフィスワーカーでなくとも、文句のつけよう

がないはずだ。産業のソフト化が進んだ21世紀は、知識社会の本格的な到来といわれ

ている。つまりは "知的生産性の向上" が決め手となり、その主役である "人"が快適な

オフィスワークを実現できるかどうかにかかっているのではないだろうか。

　もう一方で、グローバル競争という視点では、「都市の魅力」を高める「都市間競争

」という意味もある。ビジネス的な魅力以外に、都市としての楽しさや賑やかさ、歴史

や文化という奥行き、そして都市景観の魅力づくりに「都市再生」が一役買っていると

したら、市民としても歓迎すべきことではないだろうか？

　摩天楼がいくつも出現して新しいビルにだけ目が向いてしまうかもしれないが、歴史

と文化が蘇り、都市の奥行きという魅力づくりも同時進行している点にも着目して欲し

い。東京駅前の「日本工業倶楽部会館」、汐留の「旧新橋停車場」、「明治生命館」、

「三井本館」、そして「東京駅」そのすべてが開発との連携で復元そして保存されてい

くのである。

　都市部の歴史的建造物は、古都の社寺仏閣と違い"活用保存"という手法で建物を維

持しつづけるためには、莫大な資金や費用が保存側にのしかかる。マスメディアはこぞ

ってこれらの保存行為を褒めちぎり、その記事が広告費用に換算されて維持費の捻出を

手助けするような、"心"ある報道を期待したい。
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